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昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）、　

歳
の
と
き

２６

聖
歌
は
初
め
て
の
童
謡
集
『
雪
と 
驢  
馬 
』

ろ 

ば

を
ア
ル
ス
か
ら
刊
行
し
、
翌
７
年
９
月
に

は
長
野
県
岡
谷
出
身
の
武
居
千
春
と
結
婚

し
ま
し
た
。
千
春
は
、
画
家
中
川
一
政
に

師
事
し
、
春
陽
会
会
員
と
し
て
、
日
本
の

女
流
画
家
の
草
分
け
と
し
て
活
躍
し
た
洋

画
家
で
し
た
。
千
春
と
の
結
婚
で
、
新
美

南
吉
と
の
同
居
生
活
は
半
年
で
終
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
南
吉
は
そ
の
後
も
す

ぐ
近
く
に
下
宿
し
、
毎
日
の
よ
う
に
聖
歌

の
家
を
訪
れ
る
生
活
が
続
き
ま
し
た
。
千

春
は
、
南
吉
を
モ
デ
ル
に
た
く
さ
ん
の
デ

ッ
サ
ン
を
描
き
ま
し
た
。

　

昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
１
月
長
男
が

誕
生
。
代
表
作
「 
水  
口 
」
に 
因 
ん
で
「 
圦 

み
な 
く
ち 

ち
な 

い
り

 
彦 
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
（
注
）。
北
原

ひ
こ白

秋
の
命
名
で
す
。

　

昭
和　

年
、
東
京
外
国
語
学
校
を
卒
業

１１

し
た
南
吉
は
東
京
で
就
職
し
ま
し
た
が
、

　

月
に
無
理
が
た
た
っ
て 
喀
血 
、
咽
頭
結

か
っ
け
つ

１０核
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
聖
歌
と
千
春
の

献
身
的
な
看
病
で
小
康
を
得
ま
し
た
が
、

故
郷
半
田
へ
帰
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
も
病
状
は
一
進
一
退
を
繰
り
返
し

ま
す
が
、
昭
和　

年
に
は
安
城
高
等
女
学

１３

校
の
英
語
の
教
師
と
な
り
、
創

作
活
動
を
続
け
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
、
北
原
白
秋
は
主

１５

宰
す
る
雑
誌
『
多
磨
』
の
短
歌

会
の
た
め
に
東
北
を
旅
行
し
ま

し
た
が
、
聖
歌
も
同
行
し
ま
し

た
。

　

花
巻
に
泊
ま
っ
た
白
秋
に
、

聖
歌
は
近
く
の
日
詰（
紫
波
町
）

に
い
る
母
と
の
面
会
を
願
い
出

ま
し
た
。
こ
う
し
て
、
日
詰
の

料
理
屋
「
カ
ン
カ
ラ
屋
」
で
の
、

白
秋
と
母
ト
メ
と
の
対
面
が
実

現
し
ま
し
た
。
白
秋
は
こ
の
時

の
こ
と
を
、
東
北
旅
行
中
の
最

も
印
象
深
い
出
来
事
で
あ
っ
た

と
記
し
て
い
ま
す
。
聖
歌
は
、

白
秋
の
重
要
な
弟
子
と
し
て
活
躍
す
る
自

分
の
姿
を
、
母
に
見
て
も
ら
い
た
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

同
じ
年
、
聖
歌
は
ア
ル
ス
を
退
社
、
自

ら
が
責
任
編
集
す
る
児
童
問
題
綜
合
雑
誌

『
新
児
童
文
化
』
を
創
刊
、
児
童
文
学
者

と
し
て
一
人
立
ち
し
、
創
作
活
動
を
続
け

ま
し
た
。

　

第
２
童
謡
集
『
春
の
神
様
』
も
刊
行
さ

れ
、
翌　

年
第
２
回
児
童
文
化
賞
を
受
賞

１６

し
ま
し
た
。

　
　

年
９
月
に
は
長
女
が
誕
生
、『
春
の

１６
神
様
』
に
因
ん
で
「
や
よ
ひ
」
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
や
は

り
白
秋
の
命
名
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

有
名
な
童
謡
「
た

き
び
」
は
、
こ
の
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
依
頼
で
作

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
暮
ら
し
て
い
た
中
野

区
上
高
田
の
風
景
が
題
材
と
な
っ
て
い
ま

す
。
作
品
の
舞
台
と
な
っ
た
上
高
田
３
丁

目
の
鈴
木
家
は
、
現
在
も
当
時
の
ま
ま
の

垣
根
が
保
存
さ
れ
、「
た
き
び
の
歌
発
祥

の
地
」
と
し
て
、
中
野
区
の
文
化
財
と
な

っ
て
い
ま
す
。
作
曲
は
当
時
小
学
校
の
教

員
を
し
て
い
た
渡
辺
茂
で
す
。

　
　

月
９
日
か
ら　

日
ま
で
ラ
ジ
オ
の
子

１２

１１

ど
も
向
け
番
組
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で
し

た
が
、　

月
８
日
の
日
米
開
戦
の
た
め
、

１２

戦
時
特
別
番
組
が
組
ま
れ
、
最
終
日
の　
１１

日
は
放
送
が
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
「
た
き
び
は
攻
撃
目
標
と
な
る
」「
落
ち

葉
も
貴
重
な
燃
料
」
と
い
う
軍
部
の
意
向

で
歌
う
事
も
禁
じ
ら
れ
、
戦
後
の
昭
和　
２４

年
「
う
た
の
お
ば
さ
ん
」
で
放
送
さ
れ
る

ま
で
、
放
送
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

故
郷
に
帰
っ
た
新
美
南
吉
は
、
病
状
が

悪
化
し
、
昭
和　

年
３
月
、　

歳
の
生
涯

１８

２９

を
閉
じ
ま
し
た
。
前
年　

年　

月
に
聖
歌

１７

１０

の
奔
走
で
刊
行
さ
れ
た
『
お
じ
い
さ
ん
の

ラ
ン
プ
』
が
、
生
前
刊
行
さ
れ
た
唯
一
の

童
話
集
と
な
り
ま
し
た
。
南
吉
は
、
自
ら

の
作
品
を
聖
歌
に
託
し
、
後
の
こ
と
は
す

べ
て
お
任
せ
す
る
と
遺
言
し
て
亡
く
な
り

ま
し
た
。
昭
和　

年
の
母
と
北
原
白
秋
の

１７

死
去
に
続
き
、
聖
歌
は
大
切
な
人
を
相
次

い
で
失
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

児
童
文
学
者
と
し
て
自
立
し
た
昭
和　
１５

年
か
ら
終
戦
を
迎
え
る　

年
に
か
け
て

２０

は
、
聖
歌
に
と
っ
て
最
も
充
実
し
た
創
作

活
動
を
行
っ
た
時
期
で
し
た
。
創
刊
し
た

『
新
児
童
文
化
』
は
、
戦
時
統
制
の
た
め

第
４
冊
ま
で
し
か
刊
行
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
そ
の
充
実
し
た
内
容
と
質
は
、
現

在
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。『
少

年
詩
集
』『
さ
く
ら
咲
く
国
』『
満
州
の
燕
』

『
樫
の
木
の
村
』
な
ど
作
品
集
を
相
次
い

で
刊
行
、
聖
歌
の
作
品
は
各
方
面
で
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
ろ
童
謡

か
ら
「
少
年
詩
」
と
い
う
新
し
い
分
野
へ

の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

（
郷
土
資
料
館　

北
村
澄
江
）

（
注
）「
水
口
」
は
、
田
の
水
の
取
り
入
れ

口
の
こ
と
で
、「
圦
   

」
と
も
い
う

い
り

※
「
た
き
び
」
の
詩
人
巽
聖
歌
生
誕　

年
１００

記
念
展
は
、
９
月　

日
〜　

月　

日
ま

２３

１１

１３

で
開
催
さ
れ
ま
す

★「日野写友会」写真展　９月６日
�～９日�午前１０時～午後５時※６
日は午後１時から、９日は午後４時
まで／市民会館展示室／高橋（�
０４２６－４６－７９６９）
★米澤敏子・小泉博絵画展　９月６
日�～１１日�午前１０時～午後５時／
とよだ市民ギャラリー／小泉（�５８１
－６７４６）
★夢が丘小家庭教育学級「歌う道徳
講師・大野靖之ミニコンサート」　
９月１０日�午前１１時から／夢が丘小
※車での来場はご遠慮を／上履き持
参／石本（�５９３－９２４１）
★お寺でＡｒｔ＆お月見コンサート
９月１１日�午前１１時～午後５時…陶
芸展、午後５時～６時３０分…コンサ
ート／普門寺（日野本町）／陶芸展
とピアノ・サックスデュオ／陶芸展
５００円、コンサート１千５００円※いず
れも茶菓子付き／９月８日�・９日
�午前１０時～午後５時にアートサポ
ートクラブ（松岡�５９９－０８１２）へ
★小林節夫油彩遺作展　９月１２日�
～１７日�午前１０時～午後７時※１２日
は午前１１時から、１７日は午後５時ま
で／東急スクエア（八王子駅前）／
如月会（早川�５９１－６４８２）
★「ザ・写遊会」写真展　９月１３日
�～１８日�午前１０時～午後５時※１８
日は午後３時まで／とよだ市民ギャ
ラリー／宮崎（�５９２－４１５６）
★フォトサークル「ふれあい」写真
作品展　９月１６日�～１８日�午前９
時～午後６時※１８日は午後５時まで
／市民会館展示室／原田（�５９２－
４８６８）
★男声合唱団エルデ定期演奏会　９
月１９日�午後２時～４時／市民会館
大ホール／指揮・鹿内芳仁氏ほ

か／１
千５００円／松野（�５８４－１４７４）
★マンドリンプリモ定期演奏会　９
月１９日�午後２時から／いちょうホ
ール（八王子市）／曲目・異邦人、シ
ルクロードほ

か／畑野（�５８３－７１０３）
★フォトサークル「あすなろ」写真
作品展　９月２１日�～２４日�午前９
時～午後５時※２１日は午後１時から
／市民会館展示室／同会（名取�５８４
－５０４９）
 

★日野市ソフトテニス連盟から　�
中学生合同練習会…９月１９日�午後
１時～５時／三沢中／萩原（�０９０－
９０４３－８８９０）�秋季個人戦…９月２５
日�午前９時～午後５時※予備日１０
月２日�／多摩平第１公園テニスコ
ート／男女１部・２部、男子壮年／
１組１千５００円／９月１２日�までに
同連盟（若尾�５９３－６４８５）へ
★ジョギング＆ストレッチング教室
９月２５日�午前９時～１１時※雨天中
止／旭が丘中央公園／ウオーキング
からランニングまで※初心者歓迎／
講師・山口政信氏（明治大学教授）
／日野走友会（染谷�５８４－６６７１）
★日野市ミニバスケットボール連盟
「ミニバスケットボール日野市民大
会」　１０月１５日�・１６日�午前９時
から／市内小学校体育館／市内小学
生１０人以上のチーム対象／代表者会
議は９月２２日�午後７時から豊田地
区センターで実施／同連盟（藤井�
５８４－４０８０）へ申込

スポーツスポーツ
 

　先着順で掲載します。２度目以降
の掲載は前回掲載日の３カ月後から
受け付けます。
★アメリカ人の先生と英語で遊ぶ会
「ピーカブー」　 毎週金曜日午前１０
時～１０時４５分（２～３歳児対象）、午
前１１時～１１時４５分（１～２歳児対象）
／四ツ谷地区センターな

ど／英語の歌
でリトミック、工作ほ

か※費用は問い
合わせを／保谷（�・�５８７－７９８１）
★社交ダンス「かしの木７期会」　
毎週水曜日午前９時３０分～１１時３０分
／富士電機体育館な

ど／多少の経験者
対象※見学歓迎／入会金１千円、月
２千円／栗田（�５９１－３５２１）
★クラブドルフィンズ　毎週水曜日
午後２時４５分から／生活・保健セン
ターな

ど／ヒップホップ・ジャズを中
心としたお子さんのダンス／概ね３
歳～中学生対象／入会金１千円、月
３千円から／荻原（�０７０－５５９９－

会員募集会員募集
５８０１）
★パソコンステップアップ・レベル
アップ中級講座　１０月からの月３回
土曜日午前１０時～正午／豊田駅北交
流センターな

ど／１８歳以上の方対象※
主婦・中高年者歓迎／月２千円／日
野市ＩＴ研究会（小野�５８１－７１５７）
★リズム気功　毎週火曜日午前１０時
～正午…湯沢福祉センターな

ど、毎週
木曜日午後１時３０分～３時３０分…生
活・保健センターな

ど、毎週金曜日午
前１０時３０分～正午…平山地区センタ
ーな

ど／月３千円／南雲（�５９１－
７２６３）
★リハビリ自主グループ「つくしの
会」　 毎週金曜日午後１時３０分～３
時３０分／生活・保健センターな

ど／脳
卒中の後遺症等による障害者の心身
リハビリをめざす親睦交流会／年２
千円／星野（�５８７－１２８５）
★シェイプアップ体操「タラちゃん」
毎月第１・第３金曜日午後２時～４
時／落川交流センターな

ど／月２千円
※ダンベル、ゴムひも代等実費。講

師あ
り／健康づくり推進員川南グルー

プ（落合�・�５９２－６１７２）
★英会話「日野Ｅ．Ｓ．Ｓ．」　毎週火
曜日午後７時～９時…初級・中級、毎
週木曜日午後６時３０分～８時…上級
／高幡図書館な

ど／入会金３千円、月
３千円／長沼（�・�５９１－６１４０夜間）
★懐メロ・童謡教室「きずな」　１０
月からの毎月第１・第３木曜日午後
１時１５分～３時／愛隣舎ホール（多
摩平）／曲目・川の流れのように、
 昴 、里の秋ほ

か／４０人／１回５００円／
すばる

森川（�５８３－８０１７）
★サークル「ＧＵＴＳ」　１０月から
の毎週木曜・土曜日午後７時～８時
３０分／万願寺交流センターな

ど／宿題
・勉強の指導、ゲーム等で大学生と
交流／小学生対象／１０人／勉強道具
持参／恩塚（�０８０－３０９６－４７３４）
★愛唱歌を歌う会（歌う健康法）　
毎月第１火曜日午前１１時～午後１時
／プチホールギャレリア（神明）／
唱歌、童謡ほ

か／２千円（楽譜代ほ
か）

／飯野（�０９０－９８２１－４７１１）

▲平成１１年、地元「たきび会」の尽力で建立された「たきび」詩碑
　（旭が丘中央公園）
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